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九
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協
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し
た
植
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一
郎
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授
　
＝
霧
島
市
隼
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鹿
児
島
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業
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門
学
校

鹿
高
専
・植
村
教
授
が
受
賞

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
評
価

九
州
か
ら
日
指
せ
世
界

の
技
術
者
―
。
霧
島
市
隼

人
の
鹿
児
島
工
業
高
等
専

門
学
校
の
植
村
員

一
郎
教

授
（６２
）
が
九
州
工
学
教
育

協
会
賞
を
受
賞
し
た
。
九

州
沖

縄

９
高
専
と

企

業

が
連
携
し
て
、
世
界
で
活

躍
す

る

人
材

を
育

て
る

取

り
組

み

が

評

価

さ

れ

た
。鹿

高
専

が

中

心
と

な

り
、
２
０
■
２
年
度
か
ら

５
年
計
画
で
、
長
期
海
外

派
遣
、
海
外
イ
ン
タ
ー
ン

シ

ッ
プ
を
進
め
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
千
人
規
模
の
高

専
が
ま
と
ま
る
こ
と
で
、

■
万
人
規
模
の
海
外
大
学

と
同
等
に
交
流
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
現
在
９
大
学

と

学

術

交
流

協

定

を

結

ぶ
。９

０
０
の
会
員
企
業
を

持
つ
九
州
経
済
連
合
会
と

も
連
携
し
、
海
外
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
。
日

系
企
業
が
多
く
進
出
し
、

比
較
的
近
い
九
州
と
東
南

ア
ジ
ア
と
の
交
流
促
進
を

目
指
し
て
い
る
。

鹿
高
専
生
は
タ
イ
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
や
、

学
生
を
２
カ
月
受
け
入
れ

て
交
流
し
た
。
事
業
責
任

者
の
植
村
教
授
は

「
異
文

化
理
解
、
英
語
力
向
上
が

期
待
で
き
、
意
識
の
高
い

海
外
学
生
と
交
流
す
る
こ

と
は
高
専
生
の
刺
激
に
な

る
」
と
語
る
。

丁
子
哲
治
校
長
（６４
）
は

「
学

生

の

海
外
体

験
が

当
た
り
前
の
と
こ
ろ
ま
で

も

っ
て
い
き
、
地
元
で
も

海
外
で
も
活
躍
で
き
る
人

材
を
育
て
た
い
」
と
語

っ

た
。

（永
井
員
士
）

ス
ポ
ー
ツ
感
覚

街
中
ご
み
拾
い

鹿

　

　

屋

制
限
時
間
内
に
集
め
た

ご
み
の
量
や
種
類
で
ポ
イ

ン
ト
を
競
う

「
ス
ポ
ー
ツ

Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
拾
い
大
会
」
が

８
日
、
鹿
屋
市
大
手
町
の

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
周
辺

で
あ

っ
た
。
市
内
外
か
ら

訪
れ
た
３４
チ
ー
ム
約
■
７

０
人
が
、
街
中
の
ご
み
を

楽
し
み
な
が
ら
探
し
た
。

日
本
ス
ポ
ー
ツ
Ｇ
Ｏ
Ｍ

Ｉ
拾
い
連
盟

（東
京
）
が

全
国
に
広
め
る
運
動
で
、

県
内
で
は
３
回
目
。
鹿
屋

市
で
は
初
め
て
開
い
た
。

３
人
以
上
５
人
以
下
で
チ

ー
ム
を
組
み
、
空
き
瓶
や

空
き
缶
、
た
ば
こ
の
吸
い

殻
な
ど
全
チ
ー
ム
合
わ
せ

て
５
１
８
よ
の
ご
み
が
■

時
間
で
集
ま

っ
た
。

競
技
を
活
気
づ
け
よ
う

と
、
米
映
画
「
ス
パ
イ
ダ
ー

マ
ン
」
の
主
人
公
や
ア

ニ

メ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
に
仮
装

し
臨
む
参
加
者
も

い
た
。

鹿
児
島
市
か
ら
家
族
３
人

で
訪
れ
た
紫
原
小
■
年
の

川
畑
賢
典
君

（
７
）
は

翼
」

み
を
拾
う
と
き
れ
い
に
な

る
か
ら
気
持
ち
が

い
い
」

と
話
し
た
。
（山
下
智
弘
）

秀
士口朱
印
状
や
機
密
地
図
１６
点
初
公
開

都城市 の都城 島津邸 で収 蔵 史料展
「都城 と都城島津家」が開かれ、文書

や調度類など41点を展示 している。 6
月 28日 まで。
江戸末期の地図や豊臣秀吉の朱印状

など16点を初公開。地図は現在の三股
町周辺が描かれ、伸が悪か った飲肥藩

を警戒する番所の配置を示 した最高機

密文書 という。朱 印状は肝心の印の部

都城島津邸で収蔵史料展

分が削られている。
学芸員の米澤英昭さん (43)は 「都城
を独立 させようとした秀吉の意図を察

し、島津本家に従 う姿勢を見せたので

は。資料を間近に見て、貴重 さを感 じ

てもらえた らJと話す。
大人 210円、高校・大学生 160円、小 中
学 生 100円。月 曜 休 館 。都 城 島津 邸 =
0986(23)2116。 (野村真子 )
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れ
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=鹿 屋 市北 田町街中 の ごみ を拾 う参 カロ者


